
「豊かな暮らし」の実現

～第26回静岡県住まいの文化賞～

静岡県くらし・環境部静岡県くらし・環境部

くらし・環境部 建築住宅局

１

静岡県住まいの文化賞

２

自然、風土、伝統文化など地域の特性を活かした住宅を表彰し、

県民の「住まい」や「まちづくり」に対する意識の向上県民の「住まい」や「まちづくり」に対する意識の向上を図る。

・・「住まい手」「住まい手」、、「設計者」「設計者」、、「施工者」の協調を重視「施工者」の協調を重視

・・「設計者」が住まい手の要望等をどう受け止め、どう応えたか

・「施工者」はそれをどう実現したのか

・「住まい手」はどの程度満足し、どう住みこなしているか

目的

評価のポイント

主催

静岡県住宅振興協議会（事務局：住まいづくり課）



第26回住まいの文化賞の概要

３

応募期間 平成30年８月１日（水）～12月７日（金）（応募総数：66件）

審査期間 平成31年２月～令和元年６月

審査委員 委員長：川口宗敏氏（静岡文化芸術大学名誉教授）、委員：８名

書類審査
（平成31年2月7日）

現地審査
（平成31年4月～令和元年6月）

最終審査
（令和元年6月19日）

66→14件 14件 14→７件

第26回受賞一覧

賞 名 住宅の名称（建築場所）

最優秀賞（県知事賞）・豊かな暮らし空間創生推進協議会賞最優秀賞（県知事賞）・豊かな暮らし空間創生推進協議会賞 ひと筆描きの家（熱海市）ひと筆描きの家（熱海市）

優秀賞・しずおか優良木材賞 山嶺露の家（浜松市西区）

優秀賞 舘山寺の長屋（浜松市西区）

優秀賞 板塀と切妻（静岡市葵区）

優秀賞
天王の家 石場建て

～木組みと土壁～
（静岡市清水区）

優秀賞
gré（グレ）・正方形の家
（静岡市駿河区）

リフォーム賞 水見色の家（静岡市葵区）

４



第26回最優秀賞（県知事賞） 受賞住宅（１）

５

建築場所：熱海市

規模：木造２階建 194.14㎡

種別：戸建専用住宅

ひと筆描きの家

＜応募者のコメント＞＜応募者のコメント＞

・建物の外観が、ひと筆描きのように繋がったデザイン・建物の外観が、ひと筆描きのように繋がったデザイン

・敷地を目いっぱい大きく使い、家中どこからでも庭や緑を眺められるように配置・敷地を目いっぱい大きく使い、家中どこからでも庭や緑を眺められるように配置

第26回最優秀賞（県知事賞） 受賞住宅（２）

６

＜審査委員長の講評＞＜審査委員長の講評＞

・家の各所に見られるこだわりあるデザインは、好みのものに囲まれて暮らす、日常の中での・家の各所に見られるこだわりあるデザインは、好みのものに囲まれて暮らす、日常の中での

リゾートライフを満喫させてくれる。リゾートライフを満喫させてくれる。

・・この住宅の芸術的で遊び心に満ちた空間は、これからの新しい住宅の在り方を提示している。この住宅の芸術的で遊び心に満ちた空間は、これからの新しい住宅の在り方を提示している。



第26回優秀賞・しずおか優良木材賞 受賞住宅

建築場所：浜松市西区

規模：木造２階建 255.87㎡

種別：戸建専用住宅

山嶺露の家

７

＜応募者のコメント＞＜応募者のコメント＞

・建物の外観は、山のようなダイナミックな大屋根・建物の外観は、山のようなダイナミックな大屋根

・庭と建物がつながるように平面計画をして、四季折々の樹木を植え、季節を感じられる家・庭と建物がつながるように平面計画をして、四季折々の樹木を植え、季節を感じられる家

＜＜審査委員長の講評審査委員長の講評＞＞

・・木材木材の良さを活かし、卓越した職人の技術を展開し、現代数寄屋建築を創造の良さを活かし、卓越した職人の技術を展開し、現代数寄屋建築を創造している。している。

今後の取組

８

設 立 昭和60年5月

目 的 ・県民のよりよい住生活並びに文化の向上に資する
・住宅産業並びに関連産業の振興に寄与する

会 員 県内の住宅関係団体・企業の計31団体、県及び４市

事 業 (1)住まいの文化賞表彰
(2)住生活月間講演会・会員研修会
(3)住宅関連情報提供事業
(4)住宅関連産業の人材育成、人材確保

静岡県住宅振興協議会

県は、静岡県住宅振興協議会と連携し、住宅政策を進めていく。県は、静岡県住宅振興協議会と連携し、住宅政策を進めていく。


